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はじめに
　本質問票は、バーゼルⅡの実施による国内影響度調査(フィールド・テスト)の結果をより正確に把握することを目的としています。具体的には、①どのような要素に着目して各エクスポージャーを各資産区分あるいはプールに区分したのか、②Excelシートに入力したPD、LGD及びEAD等の推計値がどのようなデータに基づき、どのような推計の過程を経て算出されたのか、③当該推計においてはどのような前提をおいていたのか、等についてお尋ねするものとなっています。

　本調査にご協力いただく金融機関におかれましては、このような目的に鑑み、下記の項目の整理に沿って、規制案を参照しつつ、現在の各々の準備状況を踏まえ、可能な限り明確かつ正確にご記入下さい(書式自由)。

　当然のことながら、本調査は、現段階において内部格付手法採用行に求められる最低要件を遵守することを求めるものではありません。ただし、データの不足を補うため又は推計の過程を簡素化するために、一定の仮定を設け、又は概算を行うことにより、現時点における最善の推計を行った場合は、その方法等について本質問表への回答の中で御教示下さい。 

1　信用リスクの推計　総論
(1)　データに関する一般的事項
(問1)　次の項目について御記入下さい。
①　本調査に用いたデータの基準日

(法人等で異なる場合は、その旨ご記入下さい。)
(回答)
②　本調査の対象とした法人名
(回答)
(問2)　事務負担(例えば、システムがエクスポージャーに関するデータを調査形式に沿った形で算出するのに適していない等)の為に、当該エクスポージャーの額が概算で算出されている重要な事例についてご記入下さい。
(回答)
(2)　内部格付制度
(問3) 　内部格付制度の概要を「事業法人等向けエクスポージャー」および「リテール向けエクスポージャー」に分けて、ご説明下さい。行内で用いられている内部格付制度が、特定の業種若しくは市場毎に、又は資産区分若しくはさらなる下位の区分毎に異なる場合は、当該区分毎に概要をご記入下さい(規制案第179条から第187条参照)。
(回答)
(問4)　 今回の調査時点において、「内部格付制度」の未整備等の理由で、入手可能な情報などで近似的に推計を行った場合、そのような推計に拠った資産区分、さらに下位の区分およびその推計方法につき具体的にご説明下さい。また、それらの推計方法に対する今後の対応(改善)策をお教えください。
(回答)
(問5)　 今回の調査時点において、データの制約あるいはモデルの制約等により、代替的な方法(あるいは現状における最善の推計方法、保守的な方法)による各パラメーター(PD、LGD、EAD)の推計を行った場合、その資産区分、エクスポージャー・タイプ、代替的推計方法等につきご説明下さい。また、それらの推計方法に対する今後の対応(改善)策についても併せてご記入ください。
(回答)
(問6)　 内部格付制度において用いるデフォルトの定義が規制案に定めるデフォルトの定義と異なるところがある場合は、異なる点につきご説明下さい(規制案第205条から第207条、第209条参照)。
(回答)
(3)　デフォルト確率(PD)の推計
(問7)　 内部格付(債務者格付)の付与又はプールへの割当てからPD(デフォルト確率)推計に至るまでのプロセスを、「事業法人等向けエクスポージャー」および「リテール向けエクスポージャー」に分けて、次の点(順不同)に触れつつ、ご説明下さい。
●　事業法人等向けエクスポージャー(規制案第213条参照)
①　PD推計のための格付区分の設定方法
例)(a)外部格付(外部データ)とのマッピング、(b)外部モデルによる格付付与、(c)デフォルト実績に関する内部データからの推計
②　格付付与時の評価対象期間、格付と景気循環との関係(どの程度Through-The-Cycle的な格付か)
3 PD推計に用いるデータの特性(当該データが対象とするエクスポージャーの属する地域、観測期間、外部データ/内部データ等)
4 参照しているデータの期間が異なる場合の有無、及び、異なる期間にわたるデータに基づく推計の方法

5 複数のデータ・ソースを用いている場合の推計の方法(例えば、ハイブリッドデータ<内部データと外部データとの併用>や合併等を通じたデータ・ソースの統合による推計の方法)
6 参照データが用いているデフォルトの定義が内部格付制度におけるデフォルトの定義と異なる場合の有無、及び調整方法

7 参照データを用いてPDを推計する方法(人的な判断も含む)
8 複数回デフォルトが発生した債務者の取扱い

●　リテール向けエクスポージャー(規制案第214条参照)
①　各プールの定義およびプールへの割当の方法
例)：債務者リスクの特性、取引のリスク特性、延滞状況など
上記③～⑧に掲げる事項
(回答)
(4)　デフォルト時損失率(LGD)の推計(規制案第215条から第216条参照)
(問8)　 内部(案件)格付の付与又はプールへの割当てからLGD推計に至るまでのプロセスを、「事業法人等向けエクスポージャー」および「リテール向けエクスポージャー」に分けて、次の点(順不同)に触れつつ、ご説明下さい。
①　推計に用いるデータの特性(当該データが対象とするエクスポージャーの属する地域、観測期間、外部データ/内部データ等)

②　参照しているデータの期間が異なる場合の有無、及び、異なる期間にわたるデータに基づく推計の方法
3 複数のデータ・ソースを用いている場合の推計の方法(例えば、ハイブリッドデータ<内部データと外部データとの併用>や合併等を通じたデータ・ソースの統合による推計の方法) 

4 参照データが用いているデフォルトの定義が内部格付制度におけるデフォルトの定義と異なる場合の有無、及び調整方法

5 案件特性(優先劣後、担保、保証等)はどのように推計値に反映されているか？

6 経済的損失の計測にあたり、回収までの期間に応じた割引の効果や、回収のための直接的及び間接的な費用は、どのように考慮しているか？

7 一旦デフォルトした債権がその後正常化した場合、当該債権の取扱い方法

8 LGDの推計値にどの程度｢景気後退期｣を勘案しているか？

(回答)
(問9)　ELdefaultの推計方法について御記入下さい(規制案第216条第6項参照)。
①　事業法人等向けエクスポージャーの場合
②　リテール向けエクスポージャーの場合
(回答)
(5)　デフォルト時エクスポージャー(EAD)の推計(規制案第224条から第227条参照)
(問10)　EADを推計するプロセスについて、「事業法人等向けエクスポージャー」および「リテール向けエクスポージャー」に分けて、次の点(順不同)に触れつつ、ご説明下さい。
①　推計に用いるデータの特性(当該データが対象とするエクスポージャーの属する地域、観測期間、外部データ/内部データ等)

②　参照しているデータ・ソースが複数の期間にわたる場合、どのように異なる期間におけるデータ又は当該データに基づく推計値を導き出しているか？
③　複数のデータ・ソースを用いている場合、どのように推計値を導き出しているか？
④　参照データが用いているデフォルトの定義が内部格付制度におけるデフォルトの定義と異なる場合の有無、及び調整方法
⑤　参照データから、CCFを推計する方法(人的判断も含む)
(回答)
2　信用リスクの推計　各論
(1)　事業法人等向けエクスポージャー
(問11)　債務者格付とExcelシートに用意されているPDバンドの区分は対応していますか？(はい/いいえ)｢はい｣と回答した場合、次の点について御記入下さい。
①　複数の債務者格付がExcelシートに用意されている一のPDバンドの区分(最大20区分)に対応している事例はありますか？
②　債務者格付の制度がエクスポージャー毎に異なる場合、どのような方法により、本Excelシートに対応させていますか？
｢いいえ｣と回答した場合、どのような方法により、当該行内格付がExcelシート上の区分に定めるPDを有するものと判断されましたか？
(回答)(はい/いいえ)
(問12)　案件格付とExcelシートに用意されているLGDバンドの区分は対応していますか？(はい/いいえ)｢はい｣と回答した場合、次の点について御記入下さい。
1 複数の案件格付がExcelシートに用意されている一のLGDバンドの区分(最大15区分)に対応している事例はありますか？

2 案件格付の制度がエクスポージャー毎に異なる場合、どのような方法により、本Excelシートに対応させていますか？

｢いいえ｣と回答した場合、どのような方法により、当該行内格付がExcelシート上の区分に定めるLGDを有するものと判断されましたか？
(回答)(はい/いいえ)
(問13)　事業法人等向けエクスポージャーのExcelシート上のセル｢AT30-BH49｣について、実効マチュリティを算出するのに用いた方法についてご説明下さい。
(回答)
(問14)　事業法人等向けエクスポージャーのうち、次に掲げる信用リスク削減手法によりヘッジされている割合はどの程度ですか？これらのうち、信用リスク削減の効果を反映させていないものはどの程度ですか？
	
	ヘッジされている割合
(％)
	信用リスク削減の効果を反映させていないもの
(％)
	備考

	①　シングルネームのクレジット・デフォルト・スワップ(合成型証券化取引を除く)
	
	
	

	②　バスケットタイプのクレジット・デリバティブ(合成型証券化取引を除く)
	
	
	

	③　トータル・レート・オブ・リターン・スワップ
	
	
	

	④　①、②及び③を除いたクレジット・デリバティブ
	
	
	

	⑤　保証
	
	
	

	⑥　信用状
	
	
	

	⑦　上記以外の信用リスク削減手法
	
	
	


(問15)　未引出枠のEADバンドはどのように設定・推計しましたか(規制案第224条第2項)？
(回答)
(問16)　保証又はクレジット・デリバティブの信用リスク削減効果を勘案するにあたっては、主債務者のPDに換えて保証人のPDを用いる方法に基づいていますか？それとも、LGDを調整する方法に基づいていますか？
(回答)
(問17)　レポ形式の取引においてネッティングの効果を勘案したエクスポージャーの額を推計するにあたっては、標準的ボラティリティ調整率、自行推計ボラティリティ調整率又はエクスポージャー変動額推計モデルのうち、いずれの方法を用いていますか？
(回答)
(問18)　事業法人等向けエクスポージャーのExcelシートに含まれるプロジェクト・ファイナンス、オブジェクト・ファイナンス及びコモディティ・ファイナンスの総額(単位：円)をご記入下さい。
(回答)
(2)　中堅中小企業向けエクスポージャー
(問19)　中堅中小企業向けエクスポージャーの区分方法(売上高又は総資産残高ベース)およびExcelシートの売上高区分への配分方法についてご記入下さい (規制案第1条第51号参照)。
(回答)
(3)　ボラティリティの高い事業用不動産向け貸付け
(問20)　土地の取得、開発及び建物の建築のための信用供与であって、信用供与の実行日において当該信用供与の返済原資が当該不動産の不確実な売却又は相当程度不確実なキャッシュ・フローに基づいているもの(規制案第1条第49号ﾛ参照)について、PD及びLGDを推計する方法についてご説明下さい。また、債務者格付が付与されている事例があれば併せてご記入下さい。
(回答)
(4)　リテール向けエクスポージャー
(問21)　PD、LGD及びEADの推計に先立つ、プールへの割当の方法及び割当の判断基準として用いるリスク特性についてご記入下さい(規制案第181条及び第183条参照)。
(回答)
(問22)　プール毎に推計されたPD、LGD及びEADをどのように合算しExcelシートに記入したかご記入下さい。また、Excelシートに記入する際のPD/LGDバンドの基準の設定理由についてもご説明下さい。
(回答)
(問23)　その他リテール向けエクスポージャーに含まれる、主要な金融商品のポートフォリオを挙げ、当該ポートフォリオのそれぞれについて平均PD、平均LGD及びEADの総額をご記入下さい。
(回答)
(5)　購入債権

(問24)　購入事業法人等向けエクスポージャーのうち、購入債権のExcelシートに記入された適格購入事業法人等向けエクスポージャーの割合(金額ベース)をご記入下さい(規制案第1条第61号から同63条参照)。
(回答)
(問25)　希薄化リスク(ELdilution)の推計方法をご説明下さい(規制案第229条参照)。
(回答)
(6)　株式等エクスポージャー
(問26)　株式等エクスポージャーの信用リスク・アセットを算出するに当たって複数の方法を用いている場合、どの株式等エクスポージャーにいずれの方法を用いるかを定めるのに用いた基準についてご説明下さい(規制案第166条参照)。
(回答)
(問27)　株式等エクスポージャーにおいて、「内部モデル手法」を用いて計算を行った場合、以下の点に触れつつ具体的な推計方法等をご説明下さい(規制案第166条第7項及び第239条参照)。
①　モデルの概要および具体的な損失額の算出方法
②　フロアの適用方法
③　技術的な制約および保守的な修正
(回答)
(問28)　内部モデルにおいて、ネッティングの効果を勘案している場合は、その効果の勘案方法についてご説明下さい。マチュリティ・ミスマッチがある場合、ネッティングの効果を勘案するに当たってどのように考慮されているかご記入下さい。
(回答)
(7)　証券化エクスポージャー
(問29)　ABCPプログラム向けのコミットメントラインについて、調査日における引出額及び未引出額のそれぞれの総額についてご記入下さい。
(回答)
(問30)　推定格付を用いた証券化取引がございましたら、当該取引の概要についてご記入下さい(規制案第256条第2項参照)。
(回答)
(問31)　内部評価方式(IAA)を用いた事例がございましたら、主要な事例及び当該取引の概要についてご記入下さい(規制案第264条及び第265条参照)。
(回答)
(問32)　所要自己資本の上限を適用した割合についてご記入下さい。また、当該上限が適用されることの多い取引事例についてもご記入下さい(規制案第255条参照)。
(回答)
(問33)　指定関数方式を用いた事例がございましたら、主要な事例及び当該取引の概要についてご説明下さい(規制案第257条から第263条参照)。
(回答)
(問34)　指定関数方式を用いるにあたり、N又はLGDの計算について規制案第263条に定める簡易な手法を用いた割合をご記入下さい。
(回答)
(問35)　投資家として保有する無格付の証券化エクスポージャーについて指定関数方式を用いている場合、KIRB及びLGDその他の入力変数を取得するのに用いた方法についてご記入下さい(規制案第257条から第263条参照)。
(回答)
(問36)　原資産について内部格付手法の取扱いが存在しない証券化エクスポージャーのうち、最大の割合を占めるものについて簡単にご説明下さい。
(回答)
(問37)　内部格付手法を適用することができない証券化エクスポージャーの有無及び、内部格付手法を適用することができない証券化エクスポージャーの種類及び適用することができない理由についてご記入下さい。
(回答)
(問38)　クレジットカード債権を除いた、早期償還条項に伴う自己資本を賦課される証券化エクスポージャーの有無、当該証券化エクスポージャーの種類及び早期償還事由についてご説明下さい。また、エクセス・スプレッド以外の主要な早期償還事由についてご記入下さい(規制案第252条及び第270条参照)。
(回答)
(問39)　早期償還条項に伴う自己資本を賦課される証券化エクスポージャーであって、所要自己資本の上限を適用している場合の有無につきご説明下さい(規制案第252条及び第270条参照)。
(回答)
3　オペレーショナル・リスク(AMAのみ)
(問40)　オペレーショナル・リスクの計測におけるプロセスを、次の点(順不同)に触れつつ、ご説明下さい。また、現時点において、外部データ、業務環境及び内部統制要因等を勘案していない場合並びに信頼区間が99.9%を下回る場合は、その旨と理由をご記入ください。
1 分布を特定して計測している場合は、その名称(例：標準正規分布、ポワソン分布等)及び分布を特定した理由。また、特定した分布と経験分布(又は標本分布)の間のギャップについて。

2 パラメーター推定を行っている場合は、その手法(例：モーメント法、最尤法等)及び信頼性の検証方法とその結果
3 信頼区間
4 モンテカルロ・シミュレーションの回数
5 オペレーショナル・リスクの計測において、何らかの仮定を置いている場合は、その概要及び当該仮定が計測結果にどのような影響を与えたかの検証結果
6 リスクの特性、損失事象の種類、業務区分その他の区分に応じて計測を行っている場合は、その区分ごとの計測プロセスの詳細。各区分の計測手法の相違点(特に、上記①から⑤の項目における相違点)が明確になるように記述して下さい。
(回答)

(問41)　内部損失データ及び外部損失データについて、それぞれ過去何年分のデータの蓄積がありますか。また、内部・外部損失データの年度別件数と年度別総計額をご記入ください。
(回答)

(問42)　損失額の大きい内部損失データ、外部損失データ及びシナリオによる仮想データについて、それぞれ損失金額の大きい方から上位10件のデータを列挙して下さい。その際、各データにおける損失事象の概要、損失金額、回収額、頻度を明記して下さい。
(回答)
(問43)　外部データをどのようにオペレーショナル･リスク計測に織り込んでいますか。内部データと同様に、損失データとして扱っている場合は、スケーリング調整をどのように行っていますか。また、シナリオに織り込んでいる場合は、スケーリング調整の方法と併せて、全シナリオに占める外部データ使用の割合及び外部データを使用したシナリオで損失額の大きい方から10件のシナリオを示して下さい。
(回答)
4　連結対象会社
(問44)　現時点において、連結対象会社について、所要自己資本及び主要なポートフォリオに関するPD、LGD、EAD及びM等の推計値の情報を取得していますか？
(回答)
(問45)　現時点において上記(問44)に掲げる情報を取得していない場合、今後管理会計システム(MIS)等が変更される予定につきご記入下さい。
(回答)
(問46)　貴社と連結対象会社との間で、債務者格付制度の基本方針(Point-In-TimeかThrough-The-Cycle等)は一致していますか。
(回答)
(問47)　連結対象会社においてLGD等のデータが欠損している場合、貴社と同様の方法で補われていますか？
(回答)
(問48)　連結対象会社は、貴社と同様の参照データ、データ・ソースを用いてPD、LGD及びEAD等を推計していますか？
(回答)
(問49)　連結対象会社は、貴社と同様の方法で、信用リスク削減手法の効果を勘案していますか？
(回答)
別添：「自己評点表」(後日配布予定)

ご協力ありがとうございました。
